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要旨

平成18年5月に井之口卓義民より寄託を受けた高山市国府町宮地富谷発見の一括出土銭について紹介

する．1000枚を超える渡来銭が確認されており，最も新しい銭が1265年初鋳の成淳元賓であることから，

13世紀後半以降に埋められたものと考えられる．

はじめに

当館が収蔵する考古資料は，個人による地表面採集品

などが主であり，その多くは未報告である．こうした館

蔵資料を研究活動の姐上に載せるため，順次観察，図化

し，資料紹介を行っている．今回は，平成18年より寄

託を受けている高山市国府町大字宮地宇目細1955－16発

見の一括出土銭について紹介する．

なお，今回の報告では，出土銭の観察・一覧表作成，

拓本は小野木が行い（※l），本文執筆及び一覧表修正は長

屋が行った．

1　資料採集地について

今回紹介する資料は，平成11年10月，井之口卓義民

により発見された一括出土銭である．採集地は高山市国

府町宮地，荒城川の支流のひとつである富谷を，荒城川

との合流地点から3．5kmほど遡った上流にある三休の滝

の脇，滝壷からおよそ30－40m南の地点（北緯36．240

東経137．270標高796m）である．宮谷が荒城川に合流

するのは国府盆地の東端で，地形の変化点にあたるこの

周辺には，縄文時代中期を中心とする遺跡が広がってい

る（県史跡荒城神社遺跡）．合流地点には，大荒木之命

（おおあらきのみこと）や，国之水国分神（くにのみくま

りのみこと），禰都波能売神（みずはのめのかみ）（「神社明

細帳」）など水神を御祭神として祀る荒城神社がある．『日

本三代実録』に「清和天皇貞観九年（867）10月5日庚

午，授飛騨国従五位下荒城神従五位上」とあり，神社の

創建は少なくとも平安時代の前半まで遡る．また，神社

名に郷名を冠することから，荒城郷の開発はこれ以前に

行われていたことがうかがわれる．

また，荒城神社から直線距離で8kmほど東北東の高

山市丹生川町森部，4kmほど西の国府町木曽垣内，7km
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ほど南南東の丹生川町町方の尾崎城跡でも一括出土銭が

確認されており，県内でも一括出土銭が集中する地域の

一つである（小野木2017）．

2　発見の経緯

平成18年7月，井之口氏に発見地を案内していただ

き，発見の経緯について話を伺うことができた．以下，

聞き取りによって得られた情報をまとめた．

製材業・林業を営む井之口氏は平成11年10月30日，

製材所の所員とともに，三休滝の南に隣接する所有地に

おいて，材木運び出しのための林道を造成していた．滝

壷から40－50mほど南，地表下50－60cmあたりを掘削

した際に重機のバケットの先に違和感を感じた．重機を

降りて確認したところ，半畳ほどの範囲に大量の銭が散

らばっていた．銭は一塊となっていたものを掘削により

周辺に散乱させた状況であった．銭は，焼き物などの容

器に入れられた形跡はなかった．重機で焼き物を割った

ような感触はなく，周辺で焼き物の破片も見当たらなか

った．また，紐は残存していないが，銭が棒状に連なっ

て見つかるものもあり，紐の痕跡も認められたというこ

とから，絹の状態で埋納されたようである．この日は505

枚について採集したが，日没により作業を中断した．

井之口氏は古銭発見について国府町教育委員会に報告

するとともに今後の手続きについて助言を受け，それに

基づき県教育委員会に埋蔵文化財の認定を受け（平成12

年1月31目付　教文38号の39），古川警察署に拾得

物届けを提出している．

雪解けを待ち，翌平成12年5月14日・15日に古銭収

集作業を再開した．この2回目の調査により512枚（※2）

を採集した．この資料についても，同様の手続きを行っ

ている（平成12年6月19日付　社文第38号の5）．
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それ以降も，当地を訪れた際に数

十枚程度採取している．

井之口氏によると，宮地には金

鶏伝説が伝わるという．金の鶏が

二羽埋められており，大晦日から

元旦に鳴くというものである．伝

説について確認しようとしたが，

管見により確認することはできな

かった．金鶏伝説が伝わる尾崎城

でも一括出土銭が見つかっている

ことから，宮地の金鶏伝説が存在

するのであれば，当地域では銭の

埋納と金鶏伝説に関係がある可能

性がある．
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3　出土銭について

井之口氏は，採集した銭について，11年10月採集分

を中心に500枚ほどを荒城神社に奉納し，12年5月以

降の採集分を中心に543枚（破損銭などを含む）を県博物

館に寄託された．

初鋳年が最も古いものは開元通賓（唐：621），最も新し

いものは成淳元賓（南宋：1265）である．最も多いのは皇

宋通賓（北宋：1038）で137枚（13．4％），次いで元豊通賓（北

宋：1078）122枚（11．9％），元祐通賓101枚（9．9％）で，こ

の3種で全体の35．2％を占める．これは，鈴木公雄氏が

まとめた全国の出土銭の傾向に概ね沿うデータである

（鈴木1999）．

また，洪武通賓（明：1368）や永楽通賓（明：1408）など

明銭は含まれないことから，13世紀後半，鎌倉時代後期

に埋納されたものと考えられる．県内でも古い時期の銭

の埋納例である．

博物館に寄託された資料の一部は，人文展示室にて展

示している．

高山市国府町富谷三体の滝一括出土銭発見地点

（国土地理院1，25000地形図「町方」に加筆
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図2　三体の滝
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井之口卓義氏発見の高山市国府町富谷三体の清一括出土銭

表1　富谷三体の滝一括出土銭一覧

銭種 俛�kﾂ�初鋳年 冑y�B�寄託枚数 ���gｲ�

開元通賓 �8"�621 都��42 ���S"�

乾元重賞 �8"�758 途�6 �8�SB�

開元通賓 �8"�845 �"�2 店�Sb�

唐園通賓 �>ﾉ8"�959 鳴�1 途�

宋通元賓 冉ｹ�b�960 澱�4 嶋�S��

太平通賓 冉ｹ�b�976 唐�2 ����S���

淳化元賓 冉ｹ�b�990 ����3 ��(�S�2�

至道元賓 冉ｹ�b�995 �#��10 ��H�S��CX�S�b�

成平元賓 冉ｹ�b�998 ��R�8 ��x�S���

景徳元賓 冉ｹ�b�1004 �#��10 ����S#��

祥符通賓 冉ｹ�b�1009 �#��6 �#��S#"�

祥符元賓 冉ｹ�b�1009 ��R�11 �#8�S#B�

天肩書通賓 冉ｹ�b�1017 �#"�11 �#X�S#b�

天聖元賓 冉ｹ�b�1023 鼎��14 �#x�S#��

明道元賓 冉ｹ�b�1032 �"�0 �#��

景祐元賓 冉ｹ�b�1034 ����10 �3��S3��

皇宋通賓 冉ｹ�b�1038 ��3r�79 �3(�S32�

至和元賓 冉ｹ�b�1054 ��R�10 �3H�S3R�

至和通賓 冉ｹ�b�1054 迭�4 �3h�S3r�

嘉祐通賓 冉ｹ�b�1056 ��2�7 �3��S3��SC��

嘉祐元賓 冉ｹ�b�1056 �#R�11 鼎��SC"�

治平元賓 冉ｹ�b�1064 �#��9 鼎8�SCB�

治平通賓 冉ｹ�b�1064 �"�1 鼎R�

照寧元賓 冉ｹ�b�1068 都��39 鼎h�SCx�SC��SC��

元豊通賓 冉ｹ�b�1078 ��#"�55 鉄��SS��SS"�

元祐通賓 冉ｹ�b�1086 ���2�50 鉄8�SSH�SSR�

紹聖元賓 冉ｹ�b�1094 鼎"�21 鉄h�SSr�

元符通賓 冉ｹ�b�1098 ��R�7 鉄��SS��

聖宋元賓 冉ｹ�b�1101 �3��18 田��Sc��

大観通賓 冉ｹ�b�1107 �#��15 田(�Sc2�

政和通賓 冉ｹ�b�1111 鉄2�30 田H�ScR�

宣和通賓 冉ｹ�b�1119 澱�3 田h�Scr�

淳照元賓 �>ﾉ�b�1174 唐�6 田��Sc��Ss��Ss��Ss(�Ss2�

紹照元賓 �>ﾉ�b�1190 �2�3 都H�SsR�

慶元通賓 �>ﾉ�b�1195 �2�2 都h�Ssx�Ss��

嘉泰通賓 �>ﾉ�b�1201 �"�0 都��S���

開稿過賞 �>ﾉ�b�1205 ���1 塔��

嘉定通賓 �>ﾉ�b�1208 �2�2 塔(�S�8�Sィ�

紹定通賓 �>ﾉ�b�1228 �"�1 塔X�Sッ�

淳祐元賓 �>ﾉ�b�1241 ���0 塔x�Sモ�

成淳元賓南宋1265 判読不明 　計 破損銭 剴"�#����3B��b�0 13 527 16 塔��S���
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井之□卓義氏発見の高山市国府町富谷三体の滝一括出土銭
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（註）

※1　出土銭の観察，一覧表作成，拓本は，平成12年

度（2000）に実施された．

※2　井之口氏の報告（井之口　2000）では，2回目の調

査で511枚採取したとあるが，県教育委員会の埋

蔵文化財認定文書には512枚と記載されている．
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図8　展示風景（平成31年3月）
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